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?• 


? とゆ—のは不思議である。 
?自体が不思議がつている。 


この建物は昭和四十年のある日 ^ 
上野〜浅草間のトデンの窓に^ 

I 瞬間とどまつた事実である。 

I 瞥「これはナゾの家である」と僕は結論したが i 
それは正面にナゾの印が大書されてあるからだつた ' 
何の会社なのか、社員たちがどぅいぅ業務に 
たずさわつているのか、 I 切ナゾである。 

後日ナゾをつきとめるべく再訪してみると、 

既に跡形もなく消滅していた。 

ナゾは深まるばかりである。 
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